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Ｃ
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西
岡

康
博

１
、
概

況

ベ
ト
ナ
ム
北
部Pha

Lai

道
路
橋
梁

建
設
工
事

１
９
９
９
年
度
日
本
Ｏ
Ｄ
Ａ（
116
億
円
）

の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
国
道
18
号
線
改
良
計
画

（
135
㎞
）、
ハ
ノ
イ
〜
ハ
イ
フ
ォ
ン
〜
カ

イ
ラ
ン
間
工
事
のPha

Lai

橋
梁
新
設
施

工
監
理
に
従
事
す
る
機
会
に
巡
り
合
え
ま

し
た
。

工
事
概
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

施
主：

ベ
ト
ナ
ム
Ｐ
Ｍ
Ｕ

設
計：

Ｐ
Ｃ
Ｉ

施
工
監
理：

Ｐ
Ｃ
Ｉ

（
役
職：
ResidentEngineer

）

カ
ン
チ
レ
バ
ー
橋
、
ボ
ッ
ク
ス

ガ
ー
ダ
ー
橋
、
シ
ン
プ
ル
ビ
ー
ム

橋
、
軟
弱
地
盤
上
橋
台

施
行：

中
国
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

（
中
国
建
築
工
程
総
公
司
）

工
期：

２
０
０
０
年
１
月
〜

２
０
０
２
年
７
月

◎
K
eyW

ord：

カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
、

自
由
落
下
（Free

Fall

）、
ビ
ル
爆
破

解
体
工
法

２
、
架
橋
工
事

施
工
地
点
の
河
川
は
干
満
の
差
が
及
ぶ

領
域
で
川
の
流
れ
は
逆
転
い
た
し
ま
す
。

ま
た
数
本
の
川
が
合
流
す
る
超
軟
弱
地
盤

で
そ
の
厚
さ
は
20
数
ｍ
に
及
び
ま
す
。
乗

り
込
み
時
に
は
フ
ェ
リ
ー
で
対
岸
へ
の
往

復
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
完
成
後
に
は

こ
の
フ
ェ
リ
ー
も
廃
止
さ
れ
町
の
様
相
が

一
変
致
し
ま
し
た
。

橋梁建設画像架橋前

完成橋（L＝1,123 m、W＝14.0 m）

架橋画像

連載「語り継ごう！技術は人なり」（２）
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起
工
式
で
は
「
地
の
利
、
天
の
時
、
人

の
和
」
な
く
し
て
、
長
大
橋
梁
架
橋
は
完

成
し
得
な
い
と
宣
言
し
、
関
係
者
各
位
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

前
記
は
架
橋
中
に
専
門
紙
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
で
す
。
超
軟
弱
地
盤
処
理
工
法

（
ペ
ー
パ
ー
ド
レ
ー
ン
）、カ
ン
チ
レ
バ
ー

ワ
ー
ゲ
ン
４
基
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

施
工
業
者
の
プ
ロ
マ
ネ
、
筆
者
が
取
材
を

受
け
る
様
子
も
見
え
ま
す
。

カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
は
ご
覧
の
通
り
、

中
央
橋
脚
に
対
照
的
に
ワ
ー
ゲ
ン
が
配
置

さ
れ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
配
置
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
鋼
線
に
緊
張
を
与
え
る
工
法
で
、

日
本
名
で
は
「
弥
次
喜
多
架
橋
」
と
も
言

わ
れ
、
弥
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
の
振
り
分

け
荷
物
式
、
天
秤
架
橋
工
法
で
す
。
こ
こ

で
こ
の
弥
次
さ
ん
、
喜
多
さ
ん
が
だ
ん
だ

ん
伸
び
て
い
きPha

Lai

橋
梁
で
は
最
終

的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
60
ｍ
に
ま
で
達
し
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
ラ
ー
メ
ン
橋
の
施
工
の

経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
橋
面
は
、

す
べ
て
が
支
保
工
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
工

法
で
す
。
こ
の
無
支
保
工
橋
面
が
ど
ん
ど

ん
伸
び
て
い
き
ま
す
と
さ
す
が
に
Ｐ
Ｃ
鋼

線
で
緊
張
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
不
安

を
十
分
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

不
安
解
消
の
た
め
に
設
計
書
を
読
み
返
す

べ
く
海
辺
の
ホ
テ
ル
に
週
末
に
出
か
け
ま

し
た
。
そ
こ
で
設
計
書
を
読
み
返
す
前
に

ホ
テ
ル
中
庭
の
巨
木
に
出
会
い
、
こ
の
巨

木
が
巨
大
な
幹
か
ら
四
方
八
方
に
こ
れ
ま

た
巨
大
な
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

「
そ
う
だ
、
中
央
橋
脚
（
幹
）
さ
え
し
っ

か
り
と
施
工
さ
れ
て
い
れ
ば
十
分
に
多
数

の
枝
を
支
え
得
る
」

と
の
確
信
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
設

計
書
を
読
み
返
す
こ
と
も
な
く
工
事
を
続

行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ハ
ー
ロ
ン
湾
の
ホ
テ
ル
の
こ
の
幹
の
代

わ
り
に
私
の
郷
里
瀬
戸
内
海
の
有
明
の
浜

（
香
川
県
観
音
寺
市
）
の
松
の
カ
ン
チ
レ

バ
ー
工
法
の
神
髄
を
表
わ
す
枝
ぶ
り
を
添

付
い
た
し
ま
す
。
主
塔
の
基
礎
工
は
リ

バ
ー
ス
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工
法
に
よ

る
杭
基
礎
で
支
持
地
盤
ま
で
し
っ
か
り
と

打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
基
礎
コ

ン
ク
リ
ー
ト
、
橋
脚
と
打
ち
継
が
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
上
部
工
の
荷
重
は
十
分
に

支
え
ら
れ
ま
す
。
無
事
に
セ
ン
タ
ー
で
つ

な
が
り
、
橋
面
工
は
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

３
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日

Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
の
崩
壊
事
件

Ａ
、
架
橋
中
の
こ
の
日
の
夕
刻
に
、
事
務

所
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
飛
び
込
ん
で
き
て

「M
r.N
ishioka

米
国
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
が

ボ
ー
イ
ン
グ
の
衝
突
に
よ
り
崩
壊
し
た
」

と
の
報
告
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。私
は「
も

う
一
度
言
っ
て
見
ろ
。
ボ
ー
イ
ン
グ
の
衝

突
で
高
層
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
こ
と
な
ど
あ

り
え
な
い
。
ボ
ー
イ
ン
グ
が
粉
々
に
な
り

吹
き
飛
ば
さ
れ
る
は
ず
だ
。
も
う
一
度
よ

く
Ｔ
Ｖ
を
見
て
来
な
さ
い
」
と
は
ね
の
け

ま
し
た
。
こ
の
報
告
に
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

（
95
％
ア
ル
ミ
）
で
で
き
、
ほ
と
ん
ど
空

洞
の
ボ
ー
イ
ン
グ
が
鉄
骨
構
造
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
に
衝
突
、
崩
壊
さ
せ
る
あ
り
得
な
い

技
術
無
視
の
事
故
に
対
す
る
私
の
即
座
の

見
解
で
す
。
こ
の
事
故
に
は
、
材
料
の
持

つ
ヤ
ン
グ
係
数
も
な
け
れ
ば
（
鉄
骨
の
剛

性
は
ア
ル
ミ
の
約
３
倍
）、
航
空
機
燃
料

（
ケ
ロ
シ
ン
）
の
燃
焼
温
度
（
１
０
０
０

度
以
下
）
が
鉄
骨
の
融
解
（
１
５
０
０
度
）

を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
高
く
も
な
い
と
い
う

常
識
も
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
鳥
に
当
た
り

へ
こ
む
ボ
ー
イ
ン
グ
機
首
に
よ
る
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
突
入
、
ケ
ロ
シ
ン
燃
焼
に
よ
る
鉄
骨

の
強
度
低
下
に
よ
る
座
屈
は
起
こ
り
得
な

い
こ
と
な
の
で
す
。
ま
だ
こ
れ
ら
常
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
は
、
母
校
で
学
ん

だ
材
料
力
学
、
構
造
力
学
の
お
蔭
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
り
得
な
い
こ
と
は
在
り
得
な

い
の
が
技
術
の
世
界
で
、
在
り
得
る
こ
と

は
自
然
が
カ
ン
チ
レ
バ
ー
の
原
点
を
教
え

る
有
明
の
松
の
ご
と
く
、
し
っ
か
り
と
教

え
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｂ
、
こ
の
事
件
は
建
設
工
事
終
了
後
帰
国

し
て
ゆ
っ
く
り
と
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
得
た
結
論
は
、

ａ
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
崩
壊
事
件
は
確
立
し
て

お
り
ま
す
、「
ビ
ル
制
御
解
体
工
法
」

に
よ
る
も
の
で
す
。

ｂ
、
こ
の
方
法
に
よ
り
ビ
ル
は
自
由
落
下

（Free
Fall

）
を
起
こ
し
わ
ず
か
９

秒
で
崩
壊
し
ま
し
た
。

ｃ
、
ビ
ル
爆
破
解
体
の
目
的
、
主
犯
、
そ

の
後
の
世
界
の
歩
み
に
つ
き
ま
し
て
は

有明の浜の松の枝ぶり（カンチレバー工法の神髄を表わす）
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こ
こ
で
は
述
べ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
で
調

査
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の
９
月
11
日

で
ア
フ
ガ
ン
の
米
軍
は
20
年
ぶ
り
に
全

面
撤
退
し
ま
す
。

ｄ
、
建
設
時
（
１
９
６
６
〜
１
９
７
３
）

の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
画
像
を
添
付
し
て
お
き

ま
す
。
設
計
は
日
系
２
世
ミ
ノ
ル
山
崎
、

鉄
骨
は
日
本
鋼
管
製
で
す
。

建設時（１９６６～１９７３）のWTCビル【出典：Wikipediaより】

Ｈ＝

417
ｍ
（
地
下
21
ｍ
）、
総
重
量

３
７
０
、０
０
０
ト
ン
、
外
周
鉄
骨
240

本
で
重
量
の
40
％
、
中
央
骨
格
鉄
骨
47

本
で
重
量
の
60
％
を
支
え
る
構
造
（
ペ

リ
メ
ー
タ
ー
構
造
、
両
鉄
骨
は
カ
ン
チ

レ
バ
ー
工
法
で
結
ば
れ
る
）。

ｅ
、
ロ
シ
ア
の
人
工
衛
星
に
よ
り
撮
影
さ

れ
た
と
い
う
ビ
ル
地
下
の
爆
発
物
に
よ

り
融
け
た
花
崗
岩
の
画
像
。

い
か
に
花
崗
岩
を
も
溶
か
す
高
温
爆

発
物
が
使
用
さ
れ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

【出典：Wikipedia より】

ｆ
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
崩
壊
後
の
画
像

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
セ
メ
ン
ト
、
水
、

骨
材
を
練
っ
て
造
り
ま
す
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
中
の
水
が
高
温
に
よ
り
一
瞬
に

し
て
蒸
発
い
た
し
ま
す
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
ダ
ス
ト
化
し
ま
す
。
雷
光
の

高
温
に
よ
り
木
の
幹
が
砕
か
れ
る
の
と

同
じ
現
象
で
す
。
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
ダ
ス
ト
化
し
、
犠
牲
者
の

す
べ
て
が
蒸
発
し
ま
し
た
。
そ
し
て
捜

索
隊
は
被
曝
し
て
後
遺
症
（
甲
状
腺
異

常
）
が
出
て
お
り
ま
す
。

４
、
ま
と
め

母
校
は
「
技
術
に
堪
能
な
る
士
君
子
の

養
成
」で
出
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は「
君

子
は
器
な
ら
ず
」
を
付
け
加
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
器
と
は
道
具
の
こ
と
で
す
。

「
技
術
は
人
な
り
」
の
技
術
は
目
を
持

ち
、
呼
吸
を
し
、
音
を
聞
き
、
に
お
い
を

嗅
ぎ
つ
け
ま
す
。

母
校
で
技
術
を
学
ん
だ
人
は
自
分
の
中

に
も
う
一
つ
の
「
技
術＝

人
」
を
持
ち
ま

す
。
こ
の
技
術
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
お

る
間
が
「
生
き
て
い
る
、
そ
の
人
」
で
す
。

完 WTCビル崩壊後の画像【出典：Wikipedia より】

連載「語り継ごう！技術は人なり」（２）

明専会報 2024.3◆417


